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１ ．発生日
令和４年９月５日（月）

２．発生園
学校法人榛原学園 川崎幼稚園（静岡県牧之原市）
※幼保連携型認定こども園

３．事故状況
・朝８時４８分、送迎用バスにて登園するも、バス内に約５時間取り残されたとみられ、同日14時10分頃、
バス内にて心肺停止状態で発見され、緊急搬送されたが、その後病院で死亡が確認された。

＜経過＞
・8:00 18人乗りの中型バスに運転手、乗務員が乗車し園を出発。運転手は普段の職員ではなかった（当

日の運転は園長が行った）。
・8:48 本児を含め６名の園児を乗せたバスが園に到着。乗務員は荷物を持ちながら、小さい子から降ろ

した。他の子には自分で降りてくるように声をかけながら門を開け園内に入った。その際、本児
が降りたのか確認していなかった。

・運転手は、園児が全員降りたかどうか確認しなかった。
・クラス担当者は、欠席等の連絡なく登園していない園児の所在確認をしなかった。
・14:10頃 降園のため、バスを開錠すると、運転手と乗務員（登園時とは別の職員）が倒れている本児

を発見。警察に連絡、救急車を要請
・14:30頃 救急車到着。肺蘇生法等を実施し、病院へ搬送

静岡県牧之原市の認定こども園における事故概要

1

事故の概要
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○令和３年の福岡県中間市の認可保育所での同様の事案を受け、同年８月２５日、内閣府・文部科学省・
厚生労働省の連名で、以下の留意事項等を示し、安全管理の徹底について、各都道府県等に対し、周知。

①欠席連絡等の出欠状況に関する情報について、保護者への速やかな確認及び職員間における情報共有を
徹底すること
②登園時や散歩等の園外活動の前後等、場面の切り替わりにおける子どもの人数確認について、ダブル
チェックの体制をとる等して徹底すること
③送迎バスを運行する場合においては、事故防止に努める観点から、
・運転を担当する職員の他に子どもの対応ができる職員の同乗を求めることが望ましいこと
・子どもの乗車時及び降車時に座席や人数の確認を実施し、その内容を職員間で共有すること 等

○令和４年９月６日に、今回の事案を踏まえ、バスによる送迎について、各施設において、業務の点検を
行い、改めて安全管理を徹底するよう周知

これまでの対応



総理指示事項

１

○ 今回の静岡県牧之原市内の認定こども園における、大変痛ましい事故を踏
まえ、政府として、子供の安全を守るための万全の対策を講じるため、こども
政策担当大臣を中心に、関係府省が連携し、スピード感をもって、以下の事項
に取り組んでください。

１ 送迎バスを有する全ての園に対して緊急点検を実施するとともに、都道府
県や市町村の協力を得て、実地調査を実施すること。

２ 今回の事案がなぜ発生したのか、どのような問題があったかについて、関
係者からのヒアリング等を行い、徹底的に洗い出すこと。

３ こどもの安全対策を強化するため、安全管理マニュアルの整備、登園管理
システムの普及、送迎バスの安全装置改修支援など、再発防止に向けて具体的
な緊急対応策を、10月中に、とりまとめること。



１．緊急点検
令和３年８月25日・令和４年９月６日に周知を行った安全管理の徹底に関する留

意事項等を踏まえて、安全管理が適切に実施されているか、送迎バスを有する全て
の施設に対して、緊急点検を実施。
※令和３年９月から点検実施までの状況を調査対象とする。

２．実地調査
送迎バスを有する施設に対して、地方自治体による、バス送迎に当たっての安全

管理に関する実地調査を実施。

緊急点検・実地調査の実施
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緊急点検・実地調査

具体的な点検・調査項目は、以下のとおり。
・連絡が無く子どもがいない場合の保護者への確認及び職員間における情報共有
・乗車時、降車時における子どもの人数確認などのチェック体制
・担任職員が、バスに降車した子どもの情報と当日の出欠に関する情報を突き合
わせて確認したかなどの降車後の確認体制

・同乗職員がいるか、確認内容の手順等の引継ぎを行っているかなど、送迎バス
の運行体制 等

点検・調査項目



保育所、幼稚園、認定こども園及び特別支援学校幼稚部における 

バス送迎に当たっての安全管理の徹底に関する関係府省会議について 

 

 

令和 4年 9月 9日 

 

１．趣旨 

保育所、幼稚園、認定こども園及び特別支援学校幼稚部におけるバス送迎に当たって

の安全管理に関する具体的な対策等を示すため、「保育所、幼稚園、認定こども園及び

特別支援学校幼稚部におけるバス送迎に当たっての安全管理の徹底に関する関係府省会

議」を設置する。 

 

２．構成員 

議長 こども政策担当大臣 

内閣官房こども家庭庁設立準備室長 

内閣府子ども・子育て本部統括官 

文部科学省総合教育政策局長 

厚生労働省子ども家庭局長 

   （※）警察庁及び国土交通省がオブザーバー参加 

課題に応じて、代理、追加の出席を可とする。 

 

３．主な検討課題 

〇バス送迎に当たっての安全管理マニュアル 

・ 具体的な手順、日々の活動に活用できるチェックシート 

・ 保育所、幼稚園、認定こども園及び特別支援学校幼稚部の組織体制 

・ 都道府県、市町村による定期的な監査体制・方法 

・ 重大事態が生じた際の在園児や保護者等に対する精神的なケア 

〇万一の場合、こども自身もＳＯＳを出せるような支援 

〇マニュアルの動画配信 

〇園児の安全を確保する登園管理システム等の普及 

〇園児の安全確保に関する送迎バスの安全装置改修 等 

 

  



今後のスケジュール 

（案） 

 

 

○ 令和 4年 9月 9日（第 1回） 

・ 令和４年９月６日付事務連絡を受け、送迎バスを有する全施設に対し、緊急点検を

実施。あわせて地方自治体による実地調査を開始 

 

○ 9 月中旬（第 2回） 

・ 有識者からヒアリング 

 

○ 9 月下旬（第 3回） 

・ 先進自治体からヒアリング 

 

○ 10 月上中旬（第 4回） 

・ 静岡県の特別指導監査や緊急点検の結果、ヒアリング等を踏まえた緊急対策のとり

まとめ 

 

○ 12 月下旬以降（第 5回） 

・ 送迎バスを有する施設に対する地方自治体による実地調査の実施状況報告 

 


